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(54)【発明の名称】 平面表示装置

(57)【要約】
【課題】画面サイズが大きくなっても、ゲート信号によ
る書き込み不足が発生しない液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  液晶表示装置１０のゲートドライバ２８
は、ゲート信号を基準電圧Ｖ０から中間電圧ＶDDに一旦
上昇させた後、書き込み電圧Ｖghに上昇させることによ
って、なまりを小さくすることができ、書き込み不足が
生じない。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】互いに直交して配置される複数本の信号線
及び走査線と、この信号線と走査線との交点近傍にスイ
ッチ素子を介して配置される画素電極とを備えたアレイ
基板を含み、
前記信号線に接続され、画像信号を供給する信号線駆動
回路と、
前記走査線に接続され、前記スイッチング素子をＯＮ状
態にして前記画像信号を前記画素電極に書き込むゲート
信号を供給する走査線駆動回路と、
を有する平面表示装置において、
前記走査線駆動回路は、
前記ゲート信号を基準電圧から中間電圧に一旦上昇させ
た後、書き込み電圧に上昇させることを特徴する平面表
示装置。
【請求項２】前記画像信号を発生させるタイミングを指
示する水平スタート信号を前記信号線駆動回路へ出力
し、また、前記ゲート信号を発生させるタイミングを指
示する垂直スタート信号と、所定のパルス幅を有する出
力禁止信号を前記走査線駆動回路へ出力する制御回路を
有し、
前記走査線駆動回路は、
前記垂直スタート信号が入力した時刻を基準にして前記
出力禁止信号が入力してから前記ゲート信号を中間電圧
に上昇させ、その後、前記出力禁止信号が停止してから
前記ゲート信号を書き込み電圧に上昇させることを特徴
とする請求項１記載の平面表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置等の
平面表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置の１つであるアクティブマ
トリクス型液晶表示装置は、その大型化、高精細化に伴
い、走査線の増加及び１本の走査線に接続される薄膜ト
ランジスタ（ＴＦＴ）の数が増加しており、そのため走
査線の抵抗と容量は増加の一途をたどっている。
【０００３】このように、走査線の抵抗及び容量の増加
は、図４に示されるゲート信号Ｖｇの電圧波形を、走査
線終端側では図５に示されるゲート信号Ｖｇの電圧波形
の如く遅延させる。
【０００４】このように走査線の終端方向への遅延時間
の増加に伴い、ＴＦＴがＯＦＦ状態とならず、リーク電
流が流れ、画素電圧が低下するということが起こる。
【０００５】そのため、従来より図４及び図５に示すよ
うに、その電圧波形のなまりを考慮したゲート遅延時間
ｔ２を設け、ゲート遅延時間ｔ２の分だけゲート信号Ｖ
ｇを早く立ち下げている。
【０００６】また、ゲート信号Ｖｇの立ち上がり時にお
いても走査線の抵抗及び容量の影響により、なまりが生
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じ、画素電極への書き込み時間が長くなり、フリッカー
現象が発生する原因となる。
【０００７】そこで、従来においては、このフリッカー
の発生を防止するため、ゲート信号Ｖｇの立ち上がり時
間を一定時間だけ遅くして、出力禁止時間ｔ１を設けて
いる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記の
ような出力禁止時間ｔ１の期間を設けて、ゲート信号Ｖ
ｇのなまりの部分を前削りしても、最近の画面サイズが
大きくなることを理由に、書き込み不足が生じ、画質へ
の悪影響があるという問題点があった。
【０００９】そして、大画面においてこのような書き込
み不足を改善する方法として、ダブルゲート駆動法があ
る。
【００１０】このダブルゲート駆動法では、ゲート信号
で画素電極に本書き込みを行う前に、予備書き込みで別
のラインの画素信号を書き込み、書き込み不足を改善す
るものである。
【００１１】しかしながら、この方法であっても予備書
き込みのときの表示データによっては、画質への悪影響
があった。
【００１２】そこで、本発明は上記問題点に鑑み、画面
サイズが大きくなっても、ゲート信号による書き込み不
足が発生しない平面表示装置を提供するものである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、互い
に直交して配置される複数本の信号線及び走査線と、こ
の信号線と走査線との交点近傍にスイッチ素子を介して
配置される画素電極とを備えたアレイ基板を含み、前記
信号線に接続され、画像信号を供給する信号線駆動回路
と、前記走査線に接続され、前記スイッチング素子をＯ
Ｎ状態にして前記画像信号を前記画素電極に書き込むゲ
ート信号を供給する走査線駆動回路と、を有する平面表
示装置において、前記走査線駆動回路は、前記ゲート信
号を基準電圧から中間電圧に一旦上昇させた後、書き込
み電圧に上昇させることを特徴する平面表示装置であ
る。
【００１４】請求項２の発明は、前記画像信号を発生さ
せるタイミングを指示する水平スタート信号を前記信号
線駆動回路へ出力し、また、前記ゲート信号を発生させ
るタイミングを指示する垂直スタート信号と、所定のパ
ルス幅を有する出力禁止信号を前記走査線駆動回路へ出
力する制御回路を有し、前記走査線駆動回路は、前記垂
直スタート信号が入力した時刻を基準にして前記出力禁
止信号が入力してから前記ゲート信号を中間電圧に上昇
させ、その後、前記出力禁止信号が停止してから前記ゲ
ート信号を書き込み電圧に上昇させることを特徴とする
請求項１記載の平面表示装置である。
【００１５】本発明の平面表示装置であると、ゲート信
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号が一旦中間電圧まで上昇した後、書き込み電圧まで上
昇するため、この書き込み電圧まで上昇した時点でのな
まりが、基準電圧からいきなり書き込み電圧まで上昇し
たときよりも小さくなり、書き込み不足を減らすことが
できる。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施例のアクテ
ィブマトリクス型液晶表示装置１０について、図１～図
５に基づいて説明する。
【００１７】この液晶表示装置１０は、有効表示領域
が、例えば、対角１５インチサイズのＵＸＧＡ仕様のカ
ラー表示画素を備えた液晶パネル１２を備えている。
【００１８】この液晶パネル１２は、図１に示すように
（１６００×３（Ｒ，Ｇ，Ｂ））本の信号線１６と、こ
の信号線６と直交して配置される１２００本の走査線１
８と、これら各信号線１６及び走査線１８の交点近傍に
配置されるＴＦＴ２０を介して配置される画素電極２２
とを備えたアレイ基板１４を備えている。また、このア
レイ基板１４の対向面上方に所定の間隙をもって配置さ
れるカラーフィルタを備えた対向電極基板（図示せず）
と、アレイ基板１４と対向電極基板との間に配置される
光変調層としての液晶（図示せず）とを備えている。
【００１９】なお、液晶パネルに代えて有機ＥＬパネル
にするのであれば、液晶に代えて誘起ＥＬ層を配置する
必要がある。
【００２０】走査線１８のそれぞれはＴＦＴ２０のゲー
トに、信号線１６のそれぞれはＴＦＴ２０のドレイン
に、画素電極２２のそれぞれはＴＦＴ２０のソースに、
それぞれ電気的に接続されており、これにより走査線１
８に供給されるゲート信号Ｖｇに対応して信号線１６か
らの画像信号Ｖｓが画素電極２２に書き込まれ、画素電
極２２と対向電極との電位差に基づいて表示される。
【００２１】信号線１６は、ソースドライバ２４に接続
され、このソースドライバ２４はデジタルの画像データ
信号ＤＡＴＡをＤ／Ａ変換してアナログの画像信号Ｖｓ
を信号線１６に供給する。
【００２２】走査線１８は、ゲートドライバ２８に接続
され、ゲート信号Ｖｇが供給される。
【００２３】そして、ソースドライバ２４とゲートドラ
イバ２８を制御する液晶コントローラ３０を備えてい
る。
【００２４】この液晶コントローラ３０からはソースド
ライバ２４に対して、水平クロック信号ＸＣＬＫ、水平
スタート信号ＳＴＨ、前記した画像データ信号ＤＡＴ
Ａ、極性反転信号ＰＯＬが供給される。また、ゲートド
ライバ２８に対しては、垂直クロック信号ＹＣＬＫ、垂
直スタート信号ＳＴＶ、出力禁止信号ＯＥが供給され
る。
【００２５】電源回路３２は、外部から供給される直流
電圧Ｖinを、ＤＣ／ＤＣ変換を行い、液晶表示装置１０
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に必要な複数の直流電圧を生成するものである。
【００２６】例えば、電源回路３２は、ソースドライバ
２４へ直流電圧Ｖ１を供給し、液晶コントローラ３０に
も直流電圧Ｖ２を供給している。そして、ゲートドライ
バ２８には、後で説明する書き込み電圧Ｖghと中間電圧
ＶDDを供給している。
【００２７】ゲートドライバ２８内部には、電源選択回
路３０が設けられ、電源回路３２から供給された書き込
み電圧Ｖghと中間電圧ＶDDとを液晶コントローラ３０か
ら送られてきた制御信号に基づいて選択してゲート信号
Ｖｇとして出力している。
【００２８】そのゲート信号Ｖｇの出力波形を示したも
のが図２である。
【００２９】図２に示すように、基準電圧Ｖ０から中間
電圧ＶDDに一旦上昇させ、出力禁止時間ｔ１後に、書き
込み電圧であるＶghに上昇させる。そして、ゲート遅延
時間ｔ２分だけ早く立ち下げる。これによって、画像信
号Ｖｓの書き込み時間を必要時間得ることができ、書き
込み不足が行われない。
【００３０】すなわち、この波形であると、中間電圧Ｖ
DDから書き込み電圧Ｖghに上昇させるため、Ｖghに上昇
させた時点でのなまりが、基準電圧Ｖ０からいきなり上
昇させたときよりも小さくすむため、書き込み不足が発
生しない。
【００３１】上記のゲート信号Ｖｇの波形を得るための
液晶表示装置１０の動作について、図３に基づいて説明
する。
【００３２】図３は、液晶コントローラ３０から出力さ
れる各信号のタイミングチャートである。
【００３３】図３は、上から垂直クロック信号ＹＣＬ
Ｋ、垂直スタート信号ＳＴＶ、出力禁止信号ＯＥ、ゲー
ト信号Ｖｇ、遅延信号ＴＥ、水平クロック信号ＸＣＬ
Ｋ、水平スタート信号ＳＴＨ、アナログの画像信号Ｖｓ
を示している。
【００３４】液晶コントローラ３０において、水平クロ
ック信号ＸＣＬＫと垂直スタート信号ＳＴＶと出力禁止
信号ＯＥがゲートドライバ２８に出力される。
【００３５】ゲートドライバ２８は、垂直スタート信号
ＳＴＶが入力し、その後初めて垂直クロック信号ＹＣＬ
Ｋが立ち上がる時点からゲート信号Ｖｇを出力する。
【００３６】しかし、従来技術で説明したようにゲート
信号Ｖｇの立ち上がり時のなまりによるフリッカー発生
を防止するため、一定時間ゲート信号Ｖｇを出力禁止の
状態にする必要がある。そのため、この時間を液晶コン
トローラ３０から出力された出力禁止信号ＯＥによって
決定する。
【００３７】まず、本実施例では、垂直スタート信号Ｓ
ＴＶが入力し、垂直クロック信号ＹＣＬＫが立ち上がっ
た時点及び出力禁止信号ＯＥが立ち上がった時点で、ゲ
ート信号Ｖ０（例えば、－１２Ｖ）を中間電圧ＶDD（例
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えば、３Ｖ）まで一旦上昇させる。
【００３８】次に、この出力禁止信号ＯＥが出力禁止時
間ｔ１（例えば、２０μ秒）後に立ち下がってからゲー
ト信号Ｖｇを書き込み電圧Ｖgh（例えば、１８Ｖ）にさ
らに上昇させる。
【００３９】次に、ゲート遅延信号について説明する。
【００４０】ゲートドライバ２８に出力された垂直スタ
ート信号ＳＴＶが立ち上がってから、遅延信号ＴＥが立
ち下がるまでの時間である遅延時間ｔ２の後に、ソース
ドライバ２４に出力する水平スタート信号ＳＴＨを発生
させ、ソースドライバ２４に出力する。すると、図２に
示すように、水平スタート信号ＳＴＨがゲート遅延時間
ｔ２だけ遅れるため、立ち下がり時も同様にゲート遅延
時間ｔ２だけ遅れる。
【００４１】これによって、画像信号Ｖｓもその立ち下
がり時間がゲート遅延時間ｔ２だけ遅れるため、図２に
示すように、ゲート信号Ｖｇが画像信号Ｖｓに対してゲ
ート遅延時間ｔ２だけ相対的に早く立ち下がる状態とな
る。
【００４２】以上により本実施例の液晶表示装置１０で
あると、ゲート信号Ｖｇを２段階で書き込み電圧Ｖghま
で上昇させるため、立ち上げ時のなまりが生じることが
少なく、従来のように書き込み不足が発生することがな
く画像への悪影響がない。
【００４３】なお、上記実施例では、電源選択回路をゲ
ートドライバに内蔵にしたが、独立した回路で構成して
もよい。 *
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*【００４４】
【発明の効果】本発明の平面表示装置であると、ゲート
信号を２段階で書き込み電圧まで上昇させるため、基準
電圧からいきなり上昇させる時よりもゲート信号のなま
りが少なく、書き込み不足が生じることがないので、鮮
明な画像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例を示す液晶表示装置のブロッ
ク図である。
【図２】本実施例のゲート信号と画像信号の波形図であ
る。
【図３】液晶コントローラから出力される信号のタイミ
ングチャートである。
【図４】走査線の始端部近傍の波形図である。
【図５】走査線の終端部近傍の波形図である。
【符号の説明】
１０  液晶表示装置
１２  液晶パネル
１４  アレイ基板
１６  信号線
１８  走査線
２０  ＴＦＴ
２２  画素電極
２４  ソースドライバ
２８  ゲートドライバ
３０  液晶コントローラ

【図１】
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